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に 同 心 円的 に 増加 し て 6 列に な る 。 第 6 列 の 現 れ る

ま で の 時間は 温 度の 上 る と と もに 短 くな り， 20° 川

34°G で はq 」，
＝ 　2　± O．　1， た だ し ％

°
n ”38℃ で は 第

5 ，6 列の 消滅，出現 と もに 急 に お そ くな る 。

　 2 ）周縁核 が 消 え る と胚盤 は 明 る くな り，周縁核

が現 れ る と胚盤 は 暗 くな る 。
こ れ は 周縁核 と胚細胞

核 とが同時 に 分裂 し て い る 事を暗示 し ， 周縁核の 1

列 の 増加 は 胚 の 1　stage の 進行に
一

致す る と 考 え ら

れ る。

　 3 ）周縁核 の 出現 に 要す る時間 （5 秒〜30秒） は

そ れ に 続 く消talc要す る時問 の ％〜％ ，　 （25
°〜30

G °

）

　 4 ） 出現 は 第 1列 の 1 コ か 且群 の 核 か ら始 ま っ
て

順 IC両 側 の 核 に 及び ， ま た 順 に 外側 の 列 K 及ぶ 。 た

だ し 第 6列は い っ せ い に 現 れ る。消 滅 は 最 も外側 の

列 の 1 コ か 1群の 核 か ら始ま っ て ， 順 に 両側 の 核に

及 び ， ま た 順 に 内側 の 列 に 及ぶ 。 これ は 原 冂 に 餐 け

る 陥入 との 関係 を暗 示す る 。

メダカ孵 化酵素腺の電子 顕 微鏡的観察

山　　本　　雅　　道

　 （東大 ・理 ・動）

　t亡・搏 開始前の メ ダカ 胚 （St．22） に 於 て
， 孵化酵

素腺 は 脳 腹面 に 粗面 小 胞 体の 豊富 な ， 仁 の 発達 し た

核 を持 つ 細胞群 と し て 分化 して く る。心 搏開始 期 の

細胞 の ゴ ル ヂ野附近に ，

一重膜 で 囲まれ た 高電子密

度の 顆粒 が 現れ る 。
ゴ ル ヂ 野 に は ， 粗 面 小 胞 体 か ら

ゴ ル ヂ 野 に 向 っ て 小 胞が くびれ 出 し て い る嫁 及び 電

子 密 度の 高 い 小顆粒 が見 られ， ゴ ル ヂ野が 顆粒形成

｝C 重要な役割 を持 つ 事が暗示 さ れ る 。 顆 粒 が 1刈 ．5

μ に 成長す る と ， 顆粒内部に さ ら に 電子密度 の 高 い

芯状 構造が現 れ ，顆粒膜 の 一部が破れ ，顆粒 内容 は

芯 を残 して 細胞基質 へ 溶 出す る 。
St，29 を 過 ぎる と

細胞 全 体 は 高電子密度の 物質で 占 め られ て し ま い 小

胞体 ， 核及 び 糸 粒 体 は 細 胞 基 底部 へ 押 し つ め られ ，

退化的様相を 呈 し て 来 る 。 こ の 頃細胞 は 口 腟 を 囲 ん

で
一

列 に 並 ん で い る が，孵 化が 近ず く と 口 腔 に 面 し

た 細胞膜 が消失 し細胞 内容物は 日 腔内 に 放 出 され る。

X 絵照射 を うけたキ ン ギ ョ の生存期 間に

対する脳下垂体 ・頭 腎除去 の 影響　 ：

江藤　久 美 ・江 上 　信雄 ・新井　良
一

　　（放医研 ・生 ；東大 ・理 ・動）

　 キ ン ギ ョ K二 250，500
，

1
，
000

，
2，　OOO，4，000 ，

8，　OOO ，
16，000．32，000，64，000 ，

1　Ul，　ooo　r の X 線

（200KVP ，
20mA

，
　 O．　5mmAl 十 〇，5 【nm 　Cu フ ィ ル

タ
ー

，
400r 扮 ）を全 身照射し た 後，22− 23 ° G で 飼

育 し 死亡す る ま で の 時閻を し らべ た 。
1

，
000r 以 下 で

は 30日以内 に 死 亡す る もの は ほ とん どない が ，
2

，
 

r，4，000r で は 平均生存 日 数 は 線量増加 と共 K 短縮

し ， そ れ 以 上 32，000r の 間 で は 被照射個体は線量 に

関係 な く照射後約IO日間生 存す る （線 量 不 依 存範

囲）。
64，000rを こ え る と照射中 に 死亡す る 。 こ の 結

果は線量範囲 の 差 に よ り直接の 死因が異 な る こ と を

暗示す る 。

　脳下垂 体 を剔 出さ れ た キ ン ギ ョ で は 2
，
　OOO

，
4， 

8，000，16．OOOr の 被照射に よ り生存 日 数 が 減少す る

が ，
こ れ に AGTH を注 射 す る と正常 に 近 い 生存 日

数を保 ちうる 。 、頭腎 を除 去 され た キ ン ギ ョ で も，

8，000，16，　OOOr の 被照射 に よ り生存 日数が線量増加

と共 に減少し，線量不依な範囲 は 消失 す る 。
し た が

っ て 正常 キ ン ギ ョ に み られ る線量不依存範囲 の 出現

に は 脳
一
ド垂 体 ・副 腎 系が役割 を も っ て い る と考 え ら

れ る。

X 絵 照射を うけたキ ン ギ ョ の 頭腎の 組織

学

　　　　 江 上 　信雄 ・青木 　
一

子

（敏医研 ・生 ； 放医研 ・生 t 千 葉大 ・文 理 ・生）

　動物が 放射線 を う け た 場 合の 脳 下垂体前葉ホ ル モ

ン の 分泌量変化 を調 べ る研究の 一部 と し て ，キ ン ギ

ョ の 問腎細胞 が 照射後 い か な る組 織学的変化 を す る

か を 観察 し た 。 まず ，
キ ン ギ ョ の 脳下 垂 体 を 除去す

れ ば問腎 が退化 し， ACTH を注射 する と肥大す る

こ と を確 認 した 。つ ぎに 正常魚 に 0
，
2，  ，

4
，
000

8，
　OOOr の X 線 を照射 し ， 3 、 7 ，

　 IO日後に プ ア ン 固

定．ヘ マ トキ シ リン ・エ オ ジ ン 染色 rcよ り問腎組織

を観察し た 。 全身照射に よ り明瞭な間腎細胞 の 肥大

核の 増大がお こ る 。 この 反応 は
一

般 に 照射後 の 日数
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線 量の 増加 と と もに ます。頭腎部 よ り後方 を X 線 か

ら遮 蔽 し て も問腎 は 反応す る が，脳
．
ド垂 体 を除去 し

た動物 で は x 線 の 照射 に よ る間腎 の 刺 激 は み られ な

い 。上 記 の 結 果 か ら ， 放射線 に よ っ て ACTH 分泌

の 増加 が お こ り， 間腎細胞が反応す る もの と考え ら

れ る。

X 線照射を うけたメ ダカ卵 ， 胚 ， 稚魚お

よび成魚の 生 存 期 間に つ い て

兵藤　泰 了
： ．江藤 　久美 ・江 上 　信 雄

　　　　　 （放医研 ・
生）

　 メ ダ カ 成魚 に 種 々 の 線 量 （250r− 128，000r） の X

線照射 （200KVP ，
20mA

，
　 O．　5mm 　Cu ＋ 0．5mmnAl

7 イ ル タ ー 線 量率 400rlmin ） を行な い そ の 後 の

生存期 間 を調 ぺ る と 4，000r − 64，000r の 線 量範 囲 で

は 線量の 増加 に 関係な く平均生存 日数 は 約 10日 とな

っ た 。 同 様 な 線 量不依存範囲の 存在 は ネ ズ ミや キ ン

ギ ョ で もみ られ ，そ れ らの ばあ い は 脳 下垂 体一副腎

系が こ の 範囲 の 存 在に 意義を もつ こ とが示 され て い

る 。 そ こ で 未 だ 脳 下 垂 体
一

副腎系 の 機能 が 確 立 し な

い 胚 で は ， ど の よ う な 線 量一生存 期曲線が得ら れ る

か を調 べ た 。 ｛a ）初期胞 胚 で は 線量不依存範囲 は み ら

れ ず，線 量の 増加 に と もな っ て 平均生存 日数 は 低下

し た 。〔b）眼胞形成，に）レ ン ズ 分化終了，（d洫 液循環

開始，（e＞フ 化直前 と 発生 が 進む に つ れ て 線量
一

生存

期間曲線 は 成魚 の もに 近ず き，（f）椎魚，（9）フ 化後約

30日 の 幼魚 で は ほ と ん ど成 魚の もの と 同じ形 に な っ

た。

oo（］k）γ 線 被照 射金魚にお ける Na ＋

排泄量

の変化に つ い て

　　　　　　舘 　　　鄰 ・江 上　信 雄

　　　　　　　　　（放医 ・生 ）

　体重 3 − 5g の キ ン ギ ョ を，5335r　6CGo
　＿　r 線（線

量率 213rl 分，半径 6cm ， 合成樹脂容器中に 高 さ 2

cm に水 を入 れ ， 1回 ec　IO匹照射） で 照射す る と，

7 − 12日の 間 に 死亡 す る。被照射 キ ン ギ ョ を 純 水中

で 飼育 し死亡す る迄の Na ＋

，
　 K ＋

の 排 出量 を経 日的

に 測定 し，正 常対照 キ ン ギ ョ の そ れ と此較す ると，

前者で は Na ＋ の 総排出量が後者よ り も大 き く， 排

出量の 経 日的変化 も異 な っ て い る こ とが 認 め られ る

（こ れ を仮 に キ ン ギ ョ に お け る Na 反応と呼ぶ ）。

K ＋ に は 顕著 な 差 が 認 め られ な h
。

1065r で 照射 し た

キ ン ギ ョ は Na 反応を示 さず照射後の 平均生存 日数

も長 い 。
10，000r で 照射す る と キ ン ギ ョ は 即死す る

が こ の 時 の Na ＋ 排出量は 極め て 少ない 。

　
22Na

を用い た 実験 で は Na 反応 を示す キ ン ギ ョ

の 腸管の Na ＋ 吸 収量 に 異常 とみ な す べ き変化は 認

め られ な い
。

一
方 キ ン ギ ョ 表皮を機械的 に 破壊す る

と ， 多量の Na ＋ 排 出 が 起 こ り，又 Na 反応 を示す

被 照射 キ ン ギ ョ の 表皮 に は 組織学的 な 異常が認 め ら

れ る。

発 生

第 W 会場 ・第 2 日

ウ ニ の 卵 割に及ほす紫外線 の 影響

池　 田 　 満　 里　 子

　（都立大 ・理 ・生）

　 受精膜 を と りの ぞ い た パ フ ン ウ ニ 卵 を第
一

分裂 前

（核 分 裂 期 以 後 ） に UV マ イ ク ロ ビーム で 照 射 す る

と ， 第
一

分裂 で は 正 常卵 と同時 に 分裂す るが ， 第 二

分裂 で は 達 れ る。ま た こ の 時 照射 され た 部分 を含む

割球 は含ま な い 割球 よ り遅 れ が大 き く， 両者の 間に

差 が 生 じ る 。
こ の 割球 間 の 達 れ の 差は 照射後 か ら第

一分裂完 了迄 の 時間 が 10分以 上 で は ，ほ と ん ど な

く，そ れ 以下 で は 短 い 程差は 大 きい 。 照射場所 を極

赤道面，そ の 中間 （sub 　pelar）とか え る と ， 割球問

の 分裂 の 遅 れ の 差 は ，極 を 照射 し た場 合が
一

番大 き

く，
subpolar で は 差が小 さ くな り，赤道面 を照射

す る とな くな る 。 以 上 の こ と よ りUV 照尉 は 分裂 を

阻害 し ， 阻害す る もの が細胞 内を拡散す る の で は な

い か と考え ら れ る 。

分裂卵の カ ル シ ュ ウム ゲル 分画

酒　　井　　彦 　　一

　 （都立大 ・理 ・生）

　 ウ ニ 卵 の 水溶性分画 か ら得 られ る Ca ゲ ル 蛋白分

画 の SH 基 と，水不溶性一KCI 　ts性蛋 白 分画 の SH

基 と の 間 に は ，細胞分裂 の 問 に 逆相関の 濃度変化 が

み られ る。後 者は 収縮性蛋 自糸 モ デ ル を作 り 5 る分

画 で あ る が，試 験管内 で こ の 二 つ の 分画 を混 合 し，
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